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本
格
的
な
夏
を
前
に
、山
間
部
に
近
い

農
地
で
の
農
作
業
や
、レ
ジ
ャ
ー
等
で
山
に

入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。こ
の
時
期

は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
行
動
も
活
発
に
な
り

ま
す（
親
離
れ
し
た
若
い
個
体
の
活
動
範

囲
が
広
が
る
た
め
）。

　
行
楽
や
農
林
作
業
等
で
山
に
入
る
場
合

は
、ク
マ
と
の
遭
遇
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
マ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

①
ク
マ
の
出
没
情
報
に
注
意
し
、危
険
な

場
所
に
は
近
づ
か
な
い

②
山
林
に
入
る
と
き
に
は
、2
人
以
上
で

行
動
す
る

③
早
朝
や
夕
暮
れ
時（
ク
マ
が
行
動
す
る

時
間
帯
）に
は
、鈴
や
笛
な
ど
音
の
出

る
も
の
を
身
に
着
け
、ク
マ
に
自
分
の

存
在
を
知
ら
せ
る

④
遠
く
に
ク
マ
を
見
つ
け
た
ら
、刺
激
し

な
い
よ
う
に
、慌
て
ず
、騒
が
ず
、静
か

に
立
ち
去
る

⑤
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
、速
や
か
に
立

ち
去
る

⑥
ク
マ
を
人
里
に
引
き
寄
せ
な
い
た
め

に
、果
樹
を
放
置
し
た
り
、田
畑
へ
生
ゴ

ミ
を
投
棄
し
た
り
し
な
い

■
問
合
せ

産
業
振
興
課

電
話
７
６・２
２
１
４

キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の

遭
遇
に
ご
注
意
を

ツ

　
町
内
で
も
、ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。町
で
は
、監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、不
法
投
棄
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
し
た
場
合

は
、場
所
、不
法
投
棄
者
の
特
徴
や
車
両

ナ
ン
バ
ー
等
の
連
絡
・
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ご
み
等
を
み
だ
り
に
投
棄
し
た
場
合

は
、法
律
に
よ
り
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

住
民
課
　
電
話
７
６・２
２
１
３

法
投
棄
か
ら

地
域
を
守
る
た
め
に

不

　
梅
雨
の
時
期
に
は
、が
け
崩
れ
や
土
石

流
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
、早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
な
い
中
で
の
避
難
は
、次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
災
害
時
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
避

難
す
る
の
が
原
則

②
避
難
所
の
他
に
、安
全
な
親
戚
・
知
人

宅
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
る

③
通
常
の
非
常
用
持
ち
出
し
物
品
に
加

砂
災
害
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

土

　
農
業
者
年
金
は
、農
業
者
の
老
後
の
生

活
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
、農
業
者

だ
け
が
加
入
で
き
る
、積
立
方
式
の「
農

業
者
の
た
め
の
年
金
」で
す
。

●
加
入
要
件

・年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

・20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

　
農
業
経
営
者
を
は
じ
め
、自
分
名
義
の

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
、配

偶
者
、後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

農
業
委
員
会

電
話
７
６・２
２
１
４

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料
　
月
７
０
０
円（
税・送
料
込
）

■
問
合
せ

農
業
委
員
会
　
電
話
７
６・２
２
１
４

業
者
年
金
」

加
入
者
募
集

「
農

　
学
校
・
病
院
・
公
園
等
の
公
共
施
設
、

住
宅
地
に
隣
接
す
る
農
地
で
農
薬
を
散

布
す
る
場
合
は
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
農
薬
散
布
前
に
周
辺
住
民
に
知
ら
せ
る

●
風
向
き
等
に
配
慮
し
、周
囲
に
薬
剤
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
す
る

●
使
用
す
る
農
薬
の
ラ
ベル
に
記
載
さ
れ
た

使
用
方
法・使
用
上
の
注
意
事
項
を
守
る

　
農
薬
の
飛
散
を
原
因
と
す
る
健
康
被

害
が
周
辺
住
民
に
生
じ
な
い
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
　
電
話
７
６・２
２
１
４

薬
の
飛
散
防
止
・

安
全
使
用

農

農
と
暮
ら
し
に

役
立
つ
農
業
専
門
紙

「
全
国
農
業
新
聞
」

営

QRコード：クマの被害に
あわないために（島根県）

竹林に投棄された生活ごみ

え
て
、マ
ス
ク・
体
温
計
・
消
毒
液
を
持
参

す
る

　
ま
た
、雨
が
止
ん
だ
後
で
も
、地
盤
が

ゆ
る
ん
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
状

態
は
続
い
て
い
ま
す
。２
階
な
ど
で
就
寝

す
る
な
ど
、が
け
地
な
ど
か
ら
離
れ
た
部

屋
で
過
ご
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
が
け
地
や
渓
流
の
異
状
を
発
見
し
た

場
合
は
、速
や
か
に
役
場
や
県
土
整
備
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

総
務
課
　
電
話
７
６・２
２
１
１

雲
南
県
土
整
備
事
務
所

電
話
０
８
５
４・４
２・９
５
８
７

　
飯
南
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
代
を
対
象
に
、

食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
教
室
や
調
理
実
習

を
開
催
。食
生
活
改
善
推
進
員
が
地
区
の

長
生
き
体
操
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、低
栄

養
や
認
知
症
予
防
の
話
や
、閉
じ
こ
も
り

予
防
の
声
掛
け
も
行
って
い
ま
す
。

■
問
合
せ

保
健
福
祉
課
　
電
話
７
２・１
７
７
０

生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞

厚　
毎
年
６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

で
す
。県
で
は
、次
代
を
担
う
小
中
学
生

に
、土
砂
災
害
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、「
土
砂
災
害
防
止
に
関

す
る
絵
画
・
作
文
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
題
材
は
土
砂
災
害
や
そ
の
防
止
対
策

に
関
係
す
る
も
の

●
対
象
　
県
内
の
小
中
学
生

●
絵
画
の
部
　
作
品
の
種
類（
絵
画
・
版

画
・
貼
絵
・
ポ
ス
タ
ー
等
）や
サ
イ
ズ
、表

現
方
法（
絵
の
具
、パ
ス
、版
形
式
等
）は

自
由
。未
発
表
の
も
の

●
作
文
の
部
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

砂
災
害
防
止
の
絵
画
・

作
文
を
募
集

土

・
小
学
校
低
学
年（
３
年
生
ま
で
）２
〜
３

枚
程
度

・
小
学
校
高
学
年（
４
年
生
以
上
）３
〜
４

枚
程
度

・中
学
生
４
〜
５
枚
程
度
。未
発
表
の
も
の

※
作
品
の
裏
側
に
画
題（
絵
画
）、冒
頭
に

表
題（
作
文
）、応
募
者
の
学
校
名
、学

年
、氏
名（
ふ
り
が
な
）を
明
記

●
募
集
期
間
　
９
月
15
日（
水
）ま
で（
消

印
有
効
）

●
送
り
先
　
〒
６
９
０‐８
５
０
１
　
島

根
県
松
江
市
殿
町
８
番
地
　
島
根
県
土

木
部
砂
防
課
　「
土
砂
災
害
防
止
に
関

す
る
絵
画・作
文
」担
当
あ
て

■
問
合
せ
　
県
土
木
部
砂
防
課

電
話
０
８
５
２・２
２・５
２
０
６

今年度は働き盛りの人たちの健康づくりを応援します

　
三
瓶
山
北
の
原（
大
田
市
）で「
第
71
回

全
国
植
樹
祭
し
ま
ね
2
0
2
1
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た（
県
内
開
催
は
２
回
目
）。

　
当
日
は
、天
皇
皇
后
両
陛
下
が
赤
坂
御

用
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
さ
れ
、天

皇
陛
下
の
お
言
葉
や
、両
陛
下
に
よ
る
植

樹
の
様
子
が
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
植
樹
祭
は
、豊
か
な
国
土
の
基
盤

で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国
民
理
解
を

深
め
る
た
め
、（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機

構
と
都
道
府
県
の
共
催
に
よ
り
、昭
和
25

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

71
回
全
国
植
樹
祭

第

飯南町からは塚原町長が出席しました

5/30
日


